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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

そ
こ
が
聞
き
た
い
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

質

問

「
ご
み
屋
敷
」
状
況
へ
の
対

応
は
難
し
い
点
も
あ
る
が
、

周
囲
に
与
え
る
環
境
被
害
等
を
考
え

る
と
、
放
置
し
て
お
け
な
い
の
で
は
。

答

弁

町
長　

対
象
者
や
周
り
の
生

活
環
境
を
整
え
る
た
め
、
地

域
住
民
・
家
族
・
関
係
機
関
等
が
連

携
協
力
し
て
対
応
す
る
。

　

そ
の
原
因
が
認
知
症
や
知
的
・
精

神
的
障
害
に
よ
り
、
自
分
の
財
産
管

理
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
な
ど
判

断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
と
き
は
、

相
談
支
援
専
門
員
な
ど
の
判
断
で
、

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
や
「
成

年
後
見
制
度
」
の
利
用
も
考
え
ら
れ

る
。市※

１

民
後
見
人
養
成
の

進
捗
状
況
は

質

問

市
民
後
見
人
養
成
は
ど
の
程

度
進
ん
で
い
る
か
。

答

弁

町
長　

現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
ェ
ル
サ
ポ
ー
ト
ぐ
ん
ま

の
会
員
は
16
名
で
、
市
民
後
見
人
と

し
て
活
動
し
て
い
る
方
が
４
名
い

る
。
任
意
後
見
契
約
な
ど
を
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
４
件
あ
り
、
今
後
も
市

民
後
見
人
の
養
成
を
含
め
た
権
利
擁

護
業
務
を
進
め
た
い
。

性※
２

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ

い
て
の
認
識
は

質

問

20
人
か
ら
30
人
に
一
人
の
割

合
で
、
自
分
の
性
に
違
和
感

を
持
つ
人
が
い
る
と
い
う
。
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
の
基
本
認

識
を
問
う
。

答

弁

町
長　

玉
村
町
の
人
口
３
万

７
０
０
０
人
で
計
算
す
る

と
、
約
１
０
０
０
人
か
ら
１
８
０
０

人
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方
が

町
内
に
い
る
計
算
に
な
る
。

　

人
権
に
関
す
る
研
修
の
一
環
と
し

て
、
啓
発
ビ
デ
オ
や
群
馬
県
の
人
権

啓
発
専
門
員
派
遣
事
業
等
を
活
用
し
、

ま
ず
は
職
員
教
育
を
し
た
い
。

答

弁

教
育
長　

性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
該
当
す
る
児
童
生

徒
は
、
多
く
の
悩
み
や
不
安
を
抱
え

な
が
ら
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

重
要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

中
学
校
で
は
、
学
年
統
一
課
題
と

し
て
、
道
徳
の
時
間
の
場
で
、
そ
の

理
解
と
対
応
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る

こ
と
を
始
め
た
。

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
限
ら
ず
、

人
権
感
覚
を
磨
き
、
他
を
思
い
や
る

実
践
力
を
高
め
る
よ
う
全
教
職
員
が

情
報
を
共
有
し
、
共
通
理
解
を
図
り

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

支え合い、憩える社会の実現を支え合い、憩える社会の実現を

 町長

関係機関と連携し、
住人とも協議して対応する

石
川
眞
男

「ごみ屋敷」状況へ
全課挙げての対応を

※
１
【
市
民
後
見
人
と
は
】
認
知
症
や
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
人
を
支
援

す
る
た
め
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
た

一
般
市
民
。
本
人
に
代
わ
っ
て
財
産
の
管
理

や
介
護
契
約
な
ど
を
行
う
。

※
２
【
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
は
】
自
分
の
性

別
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
や
同
性
愛
者
、
両

性
愛
者
、
性
同
一
性
障
害
者
な
ど
の
こ
と
。

性
的
少
数
者
と
も
い
う
。


